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地域を守る新たな力 

応援しますあなたの子育てを 
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15 人権・よろず相談 

甲南庁舎2階団体室 

甲賀支所2階研究室 

土山開発センター2階談話室 

水口社会福祉センター2階身障研修室 

信楽開発センター1階 

甲南庁舎2階団体室 

13：30～16：00 

13：30～16：00 

13：30～16：00 

13：30～16：00 

13：30～16：00 

13：30～16：00

会　　場 時　　間 曜日・期日 

火曜日（4/18） 

月曜日（5/1） 

月曜日（5/8） 

木曜日（5/11） 

金曜日（5/12） 

火曜日（5/16） 

教育相談 

泉教育集会所 14：00～17：00  

会　　場 時　　間 曜日・期日 

毎週水曜日（4/１９・２６・5/１０・１７・２４・３１） 

（4月15日～5月31日） 心配ごと相談 

水口社会福祉センター   

老人福祉センターフィランソ土山 

信楽開発センター   

かふか生涯学習館   

甲南庁舎2階団体室  

13：30～16：00 

13：30～16：00 

13：30～16：00 

13：30～16：00 

13：30～16：00

会　　場 時　　間 曜日・期日 

毎週月曜日（4/１７･２４･5/１･８･１５･２２･２９） 

毎週火曜日（4/１８･２５･5/２･９･１６･２３･３０） 

毎週水曜日（4/１９･２６･5/３･１０･１７･２４･３１） 

毎週木曜日（4/２０･２７･5/４･１１･１８･２５） 

毎週金曜日（4/２１･２８･5/５･１２･１９･２６） 

（4月15日～5月31日） 

結婚相談 

水口支所   

甲賀市森林文化ホール   

甲賀農村環境改善センター 

甲南農村環境改善センター 

信楽開発センター 

13：00～16：00 

13：00～16：00 

13：00～16：00 

13：00～16：00 

13：00～16：00

会　　場 時　　間 曜日・期日 

毎月第3土曜日（4/１５、5/２０） 

毎月第3土曜日（4/１５、5/２０） 

毎月第3土曜日（4/１５、5/２０） 

毎月第3土曜日（4/１５、5/２０） 

毎月第3土曜日（4/１５、5/２０） 

（4月15日～5月31日） 

行政相談 （4月15日～5月31日） 

水口社会福祉センター 

土山開発センター 

信楽開発センター 

かふか生涯学習舘 

甲南支庁2階団体室 

13：30～16：00 

13：30～16：00 

13：30～16：00 

13：30～16：00 

13：30～16：00

会　　場 時　　間 曜日・期日 

毎月第1、第3月曜日（4/１７・5/1・１５） 

毎月5日（5/8）土日祝日の場合は直後の平日 

4/１９・5/１8 

毎月第3木曜日（4/２０・5/１８） 

毎月第3金曜日（4/２１・5/１９） 

就労相談 （4月15日～5月31日） 
会　　場 時　　間 曜日・期日 

5/１０ 

毎月第2水曜日（5/１０） 

毎月第1・2・3・4金曜日（4/２１・２８） 
毎月第1・2・3・4金曜日（5/12・１９・２６） 

毎月第2火曜日（5/9） 

毎月第3火曜日（4/１８・5/１６） 

毎月第4火曜日（4/２５・5/２３） 

毎週火曜日（4/１８・２５） 
毎週火曜日（5/2・9・１６・２３・３０） 

毎月第1・3月曜日（4/１７） 
毎月第1・3月曜日（5/1・１５） 

毎月第1・3火曜日（4/１８） 
毎月第1・3火曜日（5/2・１６） 

水口中央公民館 

伴谷公民館 

泉教育集会所 

牛飼教育集会所 

新城教育集会所 

宇川会館 

甲南庁舎2階団体室 

甲賀地域総合センター 

大原中教育集会所 

大久保教育集会所 

上野教育集会所 

信楽西教育集会所 

梅田会館 

清和会館 

毎月第2・4月曜日（5/8・２２） 

毎月第2・4火曜日（5/9・２３） 

毎週木曜日（4/２０・２７） 
毎週木曜日（5/１１・１８・２５） 

隔週水曜日（4/１９） 
隔週水曜日（5/１０・２４） 

13：30～16：00

13：00～16：00

13：30～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

13：30～16：00

9：00～12：00

13：00～15：00

13：00～15：00

13：00～15：00

13：00～15：00

10：00～12：00

9：00～12：00

9：00～12：00
隔週木曜日（4/２７） 
隔週木曜日（5/１８） 

（4月15日～5月31日） 

※信楽開発センターの5月の相談日は5/18（木）です。 

　市では、市民の方に市の施策やまちの身近な出来事、行事など

お知らせする情報紙として、毎月２回広報紙を発行しています。 

　本年３月までは広報こうか（１日号）と広報おしらせこうか（１日

号・１５日号）として皆さんにお届けをしてきましたが、４月号から

広報こうかと広報おしらせこうかを統合、また名称も『広報　あい 

こうか』と一新し、より充実した内容で皆さんにお届けします。発

行日は１日と１５日でこれまでと同じです。 

　なお、各種検診日程や公民館事業などは『情報のまど』として１

日号・１５日号に掲載します。また１５日号にも市の施策やまちの身

近な出来事などを掲載、より親しまれる広報紙として発行します。 

　　　　　　　　　　　　誤　　　　　正 
税務課収納推進係　電話６５－０６８１　６５－０６８２ 
税務課滞納対策係　電話６５－０６８２　６５－０６８１ 
 

お詫びと訂正 

　広報あいこうか4月1日号で「機構改革に伴う電
話番号の新設・変更について」記事内で誤りがあり
ましたので、お詫びして訂正させていただきます。 

問い合わせ　秘書広報課 165-0675  FAX63-4619

　皆さんからのご意見をお待ちしております。 　皆さんからのご意見をお待ちしております。 



甲賀市希望ヶ丘防災コミュニティセンター 

★閉鎖する施設 
　◎土山学校給食センター 
　◎甲賀学校給食センター 
　◎甲南学校給食センター 
　（これまで、それぞれの地域 
　　でご支援いただきありがと 
　　うございました。） 
 

土山、甲賀、甲南の地域にある学

校、幼稚園、保育園の子どもたち

に学校給食を届けてきたそれぞ

れの学校給食センターが30数

年経過し老朽化していたことから、

4月からは一つになって、近代設

備を整えた新しい学校給食セン

ターに生まれ変わります。 宇
川
会
館 

　
こ
の
ほ
ど
、甲
南
町
に
新
た
に
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、災
害

時
応
急
活
動
や
防
災
の
学
習
、訓
練
等
を
行
う
施
設

で
す
。ま
た
、こ
の
施
設
を
中
心
に
市
民
の
連
帯
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
向
上
さ
せ
、安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。同
時
に
消

防
団
車
庫
、資
機
材
の
移
設
と
防
火
水
槽
改
修
等
を

行
い
地
域
の
防
災
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
平
常
時
に
は
、地
域
の
生
涯
学
習
の
拠
点
と

し
て
も
活
用
い
た
だ
け
る
施
設
で
す
。 

■利用料金 

区分  
 室 名 

9：00～ 
12：00

13：00～ 
17：00

18：00～ 
22：00

研修室 （１） 600円 800円   800円 

研修室 （２） 600円 800円  800円 

会議室 （１） 300円 400円   400円 

会議室 （２） 300円 400円    400円 

■
利
用
 

　
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
活
用
い
た
だ
け
る
施
設
を
目
指

し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用
又
は
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

　
詳
し
い
こ
と
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■
配
置
図 
 

☆開設する施設 
　◎名称　甲賀市東部学校給食センター 
　◎場所　甲賀市甲賀町隠岐2403番地24 
　　　　　　　　　　　　（甲賀西工業団地内） 
　◎電話　0748－88－3903 
　◎FAX　0748－88－7370

ホール 

入
口 

事務室 

倉庫 

倉庫 

研修室（2） 研修室（1） 

備蓄倉庫 

会議室（1） 
（和室） 

会議室（2） 
（和室） 

防災待機室 

炊き出し室 

ス
テ
ー
ジ 

■
開
館
 

 
火
曜
日
か
ら
日
曜
日
 

　
※
月
曜
日
、祝
祭
日
の
翌
日
は
休
館
 

■
利
用
時
間
 

 
午
前
9
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
 

■
利
用
申
し
込
み
 

　
所
定
の
申
請
書
に
よ
り
、セ
ン
タ
ー
へ
7
日
前
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

　
申
請
書
は
、セ
ン
タ
ー
の
他
、総
務
課
、生
涯
学
習
課
に
も
あ

り
ま
す
。 

福
祉
と
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
へ 

甲賀市東部学校給食センター 

■竣工式 

　センターの竣工式が3月25日、行われました。テープ

カットの後、希望ヶ丘保育園児（幼年防火クラブ）による

クス球割りが行われました。オープニングセレモニーと

して甲賀広域行政組合消防音楽隊の演奏と、地域住民

の方を交えて、滋賀県地震対策室長青山達氏による地

震対策や自主防災組織のあり方等について講演いただ

きました。 

　
昨
年
9
月
か
ら
建
築
工
事
を
進
め
て
い
た
宇

川
会
館
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、4
月
か
ら
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。 

多目的ホール（200名収容） 

多目的トイレ 

調理室 

学習室 

多目的ホール（200名収容） 

多目的トイレ 

調理室 

学習室 

◇4月30日（日）9:15～、新会館々内・館外 
◇オープニング行事・和太鼓演奏・人権コンサート・屋台村 

宇川会館 

オープン
 

記念行事 

どなたで
も 

ご参加
ください

 

　
宇
川
会
館
は
国
の
隣
保
館
運
営
要
綱
に
添
っ
て
、同
和
問
題

を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
は
か
り
地
域
に

密
着
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
課

題
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、館
の
あ
り
方
や
将
来
像
を

地
域
住
民
の
方
々
、館
利
用
者
等
の

声
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
取
り

入
れ
る
な
ど
「
差
別
を
し
な
い
、さ

せ
な
い
、許
さ
な
い
」
世
論
の
形
成

や
人
権
尊
重
の
社
会
・
環
境
づ
く
り

を
願
う
甲
賀
市
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
の
精
神
に
添
っ
て
、す
べ

て
の
人
々
に
や
さ
し
く「
夢
」の
あ
る

会
館
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。 

　
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。会
館
利
用
の
申
し
込
み
は

電
話
又
は
来
館
に
て
お
願
い
し
ま
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
 

　
甲
賀
市
希
望
ヶ
丘
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

　
甲
南
町
希
望
ヶ
丘
1
丁
目
3
番
地
4
 

　
 
 
1
 

8
6
│
0
9
6
9
 

　
 
F
A
X
8
6
│
0
9
7
6

問
い
合
わ
せ
 

　
宇
川
会
館
 

　
水
口
町
宇
川
2
4
0
4
番
地
 

　
 
1
・
F
A
X

6
2
│
4
1
0
9

（和室） 

（和室） 

新しくなった学校給食センター 

調理室内にある大きな鍋 

安全で安心して暮らせるまちへ 

1日 5,000食を調理 
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杉山祐子◎富田聡美 

まちかど 
特派員 
まちかど 
特派員 

リポートしました 

私たちが 

　春のお祭りのシーズンを迎え
ました。市内でも地域の中で大
切に引き継がれてきた数々のお
祭りがあります。 
　今年で９回目になる土山斎王
群行も甲賀の祭りのひとつとし
て大切に育てられています。 
　私たちが参加して、私たちが
見た土山斎王群行のリポート、
名付けて『斎王群行　見聞録』
です。 

  

● 

  A

斎
王
さ
ん
っ
て
？ 

　
平
安
の
時
代
か
ら
天
応
が
即
位
さ

れ
る
ご
と
に
、
天
皇
の
御
名
代
と
し

て
伊
勢
斎
宮
の
天
照
大
神
の
も
と
へ

御
杖
代
に
遣
わ
さ
れ
た
未
婚
の
皇
女

ま
た
は
女
王
の
こ
と
で
す
。 
　 　

※
御
杖
代
…
…
大
神
に
奉
仕
す
る
者 

　
※
皇
女
…
…
天
皇
の
姫
君 

　
※
女
王
…
…
天
皇
の
兄
弟
の
姫
君 

● 
A

斎
王
群
行
っ
て
何
？ 

　
斎
王
が
選
ば
れ
る
と
、
斎
王
は
心

身
を
清
め
る
た
め
３
年
間
の
潔
斎
の

生
活
に
入
ら
れ
、
そ
の
後
天
皇
と
の

別
れ
の
式
に
の
ぞ
ま
れ
、
伊
勢
の
斎

宮
御
所
へ
旅
立
た
れ
ま
す
。
こ
の
旅

に
は
、
数
百
人
の
お
供
の
人
た
ち
が

付
き
添
う
大
集
団
の
旅
で
あ
る
の
で

「
斎
王
群
行
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

斎
王
は
十
二
単
衣
を
ま
と
い
、
御
腰

輿
に
乗
っ
て
群
行
さ
れ
ま
し
た
。 

 A

な
ぜ
土
山
に
関
係
が
あ
る
の
？ 

　
斎
王
が
群
行
で
宿
泊
さ
れ
た
と
こ

ろ
を
頓
宮
と
い
い
、
京
の
都
か
ら
伊

勢
ま
で
５
ヶ
所
（
勢
多
、
甲
賀
、
垂

水
、
鈴
鹿
、
逸
志
）
の
頓
宮
が
置
か

れ
、
群
行
が
行
わ
れ
る
ご
と
に
新
た

に
建
造
さ
れ
、
群
行
が
終
わ
る
と
す

ぐ
解
体
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
土
山
の

垂
水
頓
宮
は
永
年
地
元
の
人
た
ち
に

よ
り
、
大
切
に
保
存
さ
れ
て
き
た
お

か
げ
で
、
唯
一
の
頓
宮
跡
地
で
あ
る

こ
と
が
実
証
さ
れ
、「
国
の
史
跡
」

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

●斎王群行を始めた 
　　　　　　きっかけは？  

「頓宮」とは、斎王さんが京より伊勢へ旅を

される時の仮の宿のことで、この地にあった

ことから地名になっています。地元の人たち

は平安時代から跡地を守り遺してきました。

小さな町の貴重な史跡。そのことを夢とロマ

ンいっぱいの群行の再現によって広く知って

もらおうと、町一体となって取り組むことに

していただきました。  
 
●市民の皆さんにひとこと  

　本年も多くの方々にお力をいただき、第９

回目の群行を無事終えることができました。

十年以上も前にみんなで描いた“雅の郷”の

町づくりのひとつが群行でした。各地に残っ

ている地名・伝説・文化財等への興味や関心

からも地元甲賀への愛着がさらに深くなるの

では……。 

 

★
平
安
装
束
で
松
並
木
を
歩
く
と
、
１

２
０
０
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

気
分
で
し
た
。
斎
王
さ
ん
は
ど
ん
な
気

持
ち
で
こ
の
道
を
行
か
れ
た
の
か
と
、

当
時
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
と
…
…
。

「
こ
の
歌
♪
さ
い
ご
う
さ
〜
ん
っ
て
言

う
て
ん
の
か
な
あ
。」
と
会
話
す
る
写

真
愛
好
家
の
声
。「
あ
の
〜
、
さ
い
お

う
な
ん
で
す
け
ど
…
…
。」
と
つ
っ
こ

み
そ
う
に
な
る
も
、
群
行
中
は
ガ・
マ・
ン・

で
す
。
大
勢
の
人
が
カ
メ
ラ
を
持
た
れ

て
い
ま
し
た
が
、
他
人
の
庭
や
畑
に
勝

手
に
入
っ
て
撮
影
す
る
人
も
い
る
の
だ

と
か
。
み
ん
な
が
楽
し
む
は
ず
の
お
祭

り
が
台
無
し
で
す
ね
。
撮
影
は
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
お
願
い
し
ま
〜
す
。 

　
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
斎
王
を
中
心
に
、

斎
王
の
世
話
係
か
ら
沿
道
を
警
備
す
る

人
ま
で
、
本
当
に
多
く
の
人
に
よ
っ
て

群
行
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
き
っ
と
今
も
昔
も
同
じ

で
、
「
歴
史
っ
て
、
そ
こ
に
生
き
る
人

み
ん
な
が
作
っ
て
い
く
も
の
な
ん
だ
。
」

と
思
い
ま
し
た
。 

　
甲
賀
の
歴
史
を
作
る
の
も
「
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
」
な
の
で
し
ょ
う
。
 

★
雅
や
か
な
平
安
絵
巻
を
再
現
す
る
こ

の
「
あ
い
の
土
山
斎
王
群
行
」
は
毎
年

3
月
下
旬
に
土
山
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

隊
列
の
一
員
と
し
て
平
安
装
束
を
身
に

ま
と
っ
て
み
る
も
よ
し
、
化
粧
着
付
け

の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
す
る
も
よ
し
、

同
時
に
開
催
さ
れ
る
斎
王
群
行
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
に
応
募
す
る
も
よ
し
、
ま
た

斎
王
群
行
に
つ
い
て
約
4
キ
ロ
の
道
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
も
よ
し
…
…
。
い

ろ
ん
な
形
で
雅
や
か
な
平
安
王
朝
の
古

代
ロ
マ
ン
に
浸
れ
る
こ
の
斎
王
群
行
に

来
年
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！
 

ま
ず
は
基
本
知
識
を
… 

舞
台
裏
を 

　
の
ぞ
い
て
み
よ
う 

あ
と
が
き 

至・日野 

至・甲賀 

同窓会館 

大野小学校 グラウンド 

市場 
公民館 

前
野
集
会
場 

W.C

地安禅寺 
卍 

コンビニ● 

● 
コンビニ 

白
川
橋 

県
道
甲
賀
土
山
線 

● 
カラオケ 

頓宮大茶園 

野
　
洲
　
川 

市場交差点 

旧東海道 

頓宮交差点 

G.SP

P
P

P

P

松並木 

N

あいの土山斎王群行コース 

廣沢会長に 
インタビュー 

     

A

舞
の
練
習
 

　
伊
瑳
谷
・
北
林
両
先
生
の
指
導
で
、

２
回
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
旅
の
無
事

を
祈
る
そ
れ
ぞ
れ
の
舞
。
２
回
目
最

初
に
い
き
な
り
踊
っ
て
み
た
ら
…
…
 

「
―
思
っ
た
よ
り
覚
え
て
い
た
ね
。
　
」

と
、
先
生
。
で
も
も
う
一
度
お
さ
ら

い
を
し
、
み
ん
な
で
合
わ
せ
る
と
、

半
月
前
の
記
憶
が
徐
々
に
戻
っ
て
き

ま
し
た
。
途
中
で
練
習
し
た„
す
り

足
“
は
、
着
物
を
踏
ま
な
い
為
の
歩

き
方
だ
と
か
。
２
時
間
の
特
訓
で
メ

ン
バ
ー
も
慣
れ
て
き
て
、
和
や
か
な

ム
ー
ド
で
練
習
で
き
ま
し
た
。
 

 

A

化
粧
・
着
付
け
 

　
京
都
で
伝
統
文
化
を
継
承
し
て
お

ら
れ
る
南
先
生
・
松
下
先
生
が
担
当
。

廣
沢
会
長
さ
ん
が
「
衣
装
な
ど
は
す

べ
て
本
物
に
こ
だ
わ
り
作
っ
て
あ
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
を
着
る
皆
さ
ん

も
本
物
で
あ
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。」
と
激
励
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
事
前
の
講
習
会
で
は
単
な
る

衣
装
・
着
付
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
先

生
方
の
知
識
を
い
ろ
い
ろ
教
わ
り
ま

し
た
。
紫
の
袴
は
未
婚
の
女
性
で
、

何
で
も
右
か
ら
始
め
る
の
だ
と
い
う

こ
と
、
今
で
も
„
祭
主
“
と
い
う
名

で
ま
つ
り
ご
と
を
さ
れ
る
方
が
あ
る

の
だ
と
い
う
こ
と
、
衣
装
に
の
り
づ

け
を
強
め
に
す
る
と
、
汗
と
汚
れ
を

吸
う
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
…
…
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
「
今
と
は
化

粧
の
方
法
も
素
材
も
違
う
の
で
、
１

回
し
か
見
ず
に
実
践
す
る
の
は
難
し

い
で
す
が
、
と
て
も
興
味
深
く
て
応

募
し
ま
し
た
。」
と
真
剣
な
表
情
で

練
習
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

 

A

化
粧
の
手
順
 

　
鬢
付
け
油
と
い
う
ピ
ン
球
大
の

固
形
の
油
を
、
掌
で
転
が
し
て
顔

に
塗
る
。
 

　
　
　
　
　

n
 

目
の
周
囲
を
中
心
に
、
赤
い
下
地

を
塗
る
。
 

　
　
　
　
　

n
 

ハ
ケ
で
水
お
し
ろ
い
を
塗
る
。
（
ペ

ン
キ
を
塗
ら
れ
る
感
じ
。
け
っ
こ

う
冷
た
い
　
）
 

　
　
　
　
　

n
 

赤
と
黒
を
巧
み
に
使
っ
て
、
優
し

い
感
じ
に
仕
上
げ
る
。
 

あいの土山斎王群行実行委員会 

会長　廣  沢　　晃 さん 

（垂水頓宮跡） 

期間：６月２４日（土）～７月２３日（日） 

　　　１０：００～１８：００ 

　　　（ただし月、火、祝日は休館） 

場所：土山歴史民俗資料館 

あいの土山斎王群行 
写真コンテスト開催！ 

第9回 

茶園の中を行く隊列 草履を履かせてもらう童女（わらわめ） 

当
日 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

同
窓
会
館
の
重
み
の
あ
る
引
き
戸
を
開
け

る
と
、
衣
装
が
き
ち
ん
と
揃
え
て
並
べ
ら

れ
て
い
て
、
ド
キ
ド
キ
。
先
生
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
挨
拶
す
る
と
さ
ら
に
緊

張
感
が
。
足
袋
と
襦
袢
に
着
替
え
て
、
さ

っ
そ
く
化
粧
・
着
付
け
の
開
始
で
す
。 

  

準
備
の
整
っ
た
人
か
ら
早
め
の
昼
食
。
群

行
中
は
ト
イ
レ
に
行
け
な
い
の
で
、
カ
ロ

リ
ー
メ
イ
ト
や
バ
ナ
ナ
な
ど
の
食
べ
や
す

い
物
と
、
少
し
の
お
茶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

  

美
し
い
斎
王
さ
ん
を
、
少
し
だ
け
早
く
拝

見
。
み
ん
な
も
平
安
美
人
？
に
な
っ
て
出

発
で
す
。 

  

斎
王
さ
ん
が
校
庭
内
の
小
川
に
人
型
を
流

す
儀
式
。
雅
楽
が
演
奏
さ
れ
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。 

  

こ
れ
か
ら
群
行
の
始
ま
り
で
す
。
か
わ
い

い
５
人
の
童
女
（
わ
ら
わ
め
）
ち
ゃ
ん
が

お
発
ち
舞
を
披
露
。
市
長
さ
ん
も
す
っ
か

り
官
人
に
な
り
き
っ
て
の
ご
挨
拶
で
す
。 

  

休
憩
所
で
は
、
道
中
の
無
事
を
祈
る
道
中

舞
の
披
露
。
多
く
の
人
の
前
で
踊
る
の
は

初
め
て
な
の
で
緊
張
し
ま
し
た
。
（
み
ん

な
と
揃
っ
て
踊
れ
て
い
た
か
な
あ
…
…
。
） 

   

終
盤
、
雲
ゆ
き
が
少
し
心
配
で
し
た
が
、

無
事
に
到
着
。
お
着
き
舞
の
後
、
呈
茶
の

儀
が
あ
り
ま
し
た
。
何
人
も
が
確
認
し
て

か
ら
、
や
っ
と
斎
王
さ
ん
の
元
へ
運
ば
れ

ま
す
。
斎
王
さ
ん
、
土
山
の
お
茶
の
味
は

い
か
が
で
し
た
か
？ 

  

帰
り
は
バ
ス
で
会
館
へ
。
皆
さ
ん
、
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
〜
。 

◎
8
時
　
集
合
 

 ◎
10
時
　
昼
食
 

◎
11
時
30
分
　
準
備
完
了
 

◎
12
時
　
禊
ぎ
式
 

◎
12
時
30
分
　
お
発
ち
式
 

途
中
休
憩
×
２
回
 

◎
15
時
30
分
 

　
　
頓
宮
到
着
・
呈
茶
の
儀
 

  ◎
16
時
　
終
了
 

※
み
つ
え 

※
お
う
じ
ょ 

※
に
ょ
お
う 

ご
み
ょ
う
だ
い 

し
ろ 

お

よ

 

じ
ゅ
う
に
ひ
と
え 

よ

 

さ
い
し
ゅ
 

び
ん
つ
 

(>_<)

( _̂̂ ;)
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◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆ 

市では、着用が義務化されている 
チャイルドシートの、普及強化に努めています。 
 
  補助額 

　購入費：10,000円未満の場合……購入費の１／２ 
　　　　　10,000円以上の場合……一律5,000円 
　　　　　※子ども１人につき１回限りの補助となります。 
 
  申請・請求方法 

各支所の担当窓口にある申請書等に必要事項を記入し、提出して
ください。 

※印鑑、購入物品の領収書または販売証明（“チャイルドシー
ト”と記載が必要）、補助金振込みのための通帳が必要です。 

忘れていませんか？ 
交通災害共済 

加入できる方…県内に住民登録また

は外国人登録をしている方。 

　県内の事務所・事業所・学校など

に勤務または在学している方。 

年間掛金…１人につき500円 

申込期間…随時 

共済期間…加入日の翌日～来年３月

31日 

申込方法…各支所に備え付け申込書

に必要事項を記入し、共済掛金を

添えて、下記の金融機関または市

役所各支所でお申込みください。 

 

 

 

 

 

※平成16年度および平成17年度

に加入されたことのある世帯に

は、2月上旬に加入申込書を郵

送していますので、ご確認くだ

さい。 

対象となる事故…国内の一般道

路上での事故が対象となりま

す。（対象とならない場合もあ

ります。） 

見舞金の請求方法…必要な書類

を添え、各支所で請求手続き

をしてください。 

見舞金の請求期限…交通事故発

生の日から１年以内に請求し

てください。 

問い合わせ　市民生活課　生活交通係　165‐0686　FAX 63‐4582

 

金融機関（すべて市内） 

　滋賀銀行、びわこ銀行、滋賀県信用組合、 

　甲賀郡農業協同組合、湖東信用金庫、 

　滋賀県民信用組合、近畿労働金庫 

入
団
者
名
簿 

平
成
18
年
度
市
消
防
団 

団
長
・
各
方
面
隊
長
等 

名
簿 

退
団
者
名
簿 

新たな力！ 新たな力！ 

　今年度の市消防団には105名の方々が入団され、また、長年にわた
り地域のために貢献いただいた105名の方々が退団されました。 
　入団された方々、地域での消防活動よろしくお願いします。 
　退団された方々、ご自身の仕事をもちながらの消防活動、今まで本
当にお疲れ様でした。 
　入団、退団された方々をご紹介します。（敬称略・順不同） 

地域を 
～市消防団の入団・退団～ 

  

■
水
口
方
面
隊 

津
田
　
　
守 

 

中
西
　
喜
孝 

北
出
　
匡
史 

光
前
　
克
彦 

岡
村
　
隆
司 

山
中
真
寿
貴 

宿
谷
　
俊
明 

小
　
　
　
勇 

寺
村
　
真
人 

中
尾
　
晴
彦 

山
田
　
直
史 

千
代
　
欣
生 

奥
村
　
敬
久 

今
村
　
武
尊 

平
田
　
　
剛 

田
中
　
健
一 

上
西
　
幸
弘 

中
嶋
　
大
展 

木
下
　
貴
宏 

北
山
　
智
規 

竹
田
　
秀
樹 

■
土
山
方
面
隊 

堀
田
　
弘
貴 

久
保
　
昌
樹 

馬
場
　
正
也 

土
山
　
隼
人 

大
森
　
康
弘 

吉
村
　
孝
司 

小
島
　
雄
大 

安
井
　
　
崇 

土
山
　
雄
悟 

藤
本
　
隆
也 

中
村
　
洋
紀 

田
守
　
修
二 

西
岡
　
雅
彦 

服
部
　
幸
生 

川
島
　
智
貴 

柿
本
　
浩
輝 

河
合
　
芳
隆 

矢
田
　
智
春 

前
野
　
利
成 

木
田
　
雅
晴 

柚
口
　
正
治 

松
本
　
　
穣 

■
甲
賀
方
面
隊 

西
野
尾
慎
也 

中
本
　
洋
司 

中
島
　
章
宏 

林
口
　
雅
一 

大
原
　
敏
史 

増
井
　
康
二 

西
谷
　
孝
和 

瀬
古
　
憲
孝 

辻
　
　
孝
太 

片
淵
　
　
良 

片
淵
　
毅
浩 

樫
野
　
宜
久 

大
谷
　
浩
志 

橋
本
　
智
也 

正
木
　
佑
治 

平
田
　
篤
史 

林
田
　
圭
史 

松
山
　
康
彦 

畑
中
　
一
基 

松
本
　
真
二 

細
井
　
慎
士 

北
澤
　
貴
之 

木
村
　
公
彦 

■
甲
南
方
面
隊 

中
井
　
彰
久 

鎌
田
　
俊
郎 

平
井
　
政
志 

高
橋
　
大
輔 

土
田
　
達
生 

井
村
　
悌
規 

林
　
耕
一
郎 

中
村
　
和
也 

中
谷
　
　
茂 

望
月
　
康
史 

辻
　
　
恭
二 

中
川
　
浩
行 

北
田
　
英
樹 

増
田
　
一
史 

奥
岨
　
　
諭 

望
月
　
啓
史 

勝
井
　
茂
幸 

植
出
　
光
治 

半
下
石
博
行 

岸
　
　
正
博 

■
信
楽
方
面
隊 

上
田
　
祐
司 

神
山
　
洋
平 

中
西
　
密
雄 

服
部
　
貴
典 

奥
田
　
明
寛 

乾
　
　
佑
樹 

奥
村
　
和
徳 

宇
田
　
和
弘 

杉
本
　
直
木 

里
見
　
慎
悟 

中
川
　
紀
男 

中
川
　
洋
伸 

大
北
　
道
久 

杉
本
　
正
彦 

小
山
　
竜
一 

北
田
　
敦
志 

大
西
　
剛
司 

小
牧
　
鉄
平 

高
杭
　
佑
樹 

  

■
水
口
方
面
隊 

村
田
　
稔
明 

元
班
長 

松
浦
　
秀
男 

元
班
長 

中
藪
　
　
稔 

元
班
長 

武
藤
　
博
司 

元
班
長 

嶋
林
　
　
誠 

元
班
長 

井
澤
　
兵
吾 

元
班
長 

川
嶋
　
稔
彦 

元
班
長 
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子育てを 子育てを 子育てを 

一時保育を
 

ご利用くださ
い 

保護者の方の仕事や病気などにより継続的または緊急･一時的に保育を必要とする

場合や育児負担の軽減のために保育を必要とする場合にお子さんをお預かりします 

◎対象児童  
保育園に通っていない生後６か月～小学校入学
前の子ども 

◎利用手続き 
　事前登録が必要です。 
　各施設にお問い合わせください。 

◎登録に必要なもの　　印鑑 
 
◎利用料 

◎実施施設  
　お知らせ　雲井保育園で実施していた一時保育が平成18年４月１日から信楽保育園に変わりました。 

応援します 応援します 

◎利用できる理由と利用期間 

水口子育て支援センター 
（旧甲賀市児童福祉センター） 

 ●住　　所　水口町八坂4番10号 
　　　　　　　1 Fax 65－5511 
●利用時間　月～金曜日　9:00～17:00 
　　　　　　　　土曜日　9:00～12:00 
●給食の有無　無し 

甲南東保育園 
●住　　所　甲南町寺庄718番地1 
　　　　　　　1 Fax 86－2420 
●利用時間　月～金曜日　9:00～17:00 
　　　　　　　　土曜日　9:00～12:00 
●給食の有無　有り 

甲南のぞみ保育園 
●住　　所　甲南町稗谷2838番地 
　　　　　　　1 86－0878 
　　　　　　　Fax 86－0740 
●利用時間　月～金曜日　8:30～16:30 
　　　　　　　　土曜日　要相談　　 
●給食の有無　有り 

信楽保育園 
●住　　所　信楽町江田969番地 
　　　　　　　1 Fax 82－0427 
●利用時間　月～金曜日　9:00～17:00　 
　　　　　　　　土曜日　9:00～12:00　　 
●給食の有無　有り 

水口北保育園 
●住　　所　水口町松尾1202番地2 
　　　　　　　1 62－1085 
　　　　　　　Fax 63－8617 
●利用時間　月～金曜日　9:00～17:00 
　　　　　　　土曜日 要相談　　 
●給食の有無　無し 

甲賀西保育園 
●住　　所　甲賀町滝838番地 
　　　　　　　1 88－2242 
　　　　　　　Fax 88－2248 
●利用時間　月～金曜日　9:00～17:00 
　　　　　　　　土曜日　9:00～12:00 
●給食の有無　有り 

土山保育園 
●住　　所　土山町南土山甲417番地 
　　　　　　　1 Fax 66－0165 
●利用時間　月～金曜日　9:00～17:00 
　　　　　　　　土曜日　9:00～12:00 
●給食の有無　有り 

あなたの あなたの 

理　由 利用期間 

仕事の場合など 1週間に3日が限度 

緊急の場合  
通院･出産･介護  
引越しなど 

育児疲れ解消のための
リフレッシュ 

14日以内 

1週間に1日が限度 

年齢（４月１日現在） 一日(4時間以上 8時間以内)
半日 

（4時間以内） 

市
　
内 

市
　
外 

0･1･2歳児 2,800円 1,400円 

3歳児 1,400円 700円 

4･5歳児 1,200円 600円 

0･1･2歳児 4,000円 2,000円 

3歳児 2,600円 1,300円 

4･5歳児 2,000円 1,000円 
※お子様と保護者の両方が甲賀市内に住所がある場合に市内料金となり、それ
以外は市外料金となります。 

※給食サービスを利用された場合は、別途実費徴収させていただきます。 

※定員等の関係でお受けできない場合があります。 

水口図書館　　　1 63-7400  FAX 63-4737 
土山図書館　　　1 66-1056  FAX 66-1067 
甲賀図書情報館　1 88-7246  FAX 88-7005 
甲南図書交流館　1 86-1504  FAX 86-1505 
信楽図書館　　　1 82-0320  FAX 82-3921

問い合わせ 

水口図書館創立当時の 
閲覧室（旧水口図書館） 

らいぶらりん
その1 このコーナーでは 

図書館と本について 
紹介していきます。 

　
皆
さ
ん
、
一
緒
に
人
権
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。 

　
お
か
し
い
な
と
思
う
け
れ
ど
「
昔
か
ら
そ
う
し
て
い
る
か
ら
」
「
み
ん
な
が
そ
う

す
る
か
ら
」
と
行
動
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

　「
わ
た
し
ひ
と
り
が
声
を
上
げ
て
も
何
も
か
わ
ら
な
い
」
と
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

　
部
落
差
別
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
差
別
は
、
人
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で

す
。
そ
れ
な
ら
、
人
に
よ
っ
て
な
く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。 

　「
わ
た
し
は
、
部
落
差
別
を
し
て
い
な
い
か
ら
、
わ
た
し
に
は
関
係
な
い
」
と
い

う
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
差
別
落
書
き
や
差
別
発
言
が
今
、
起
き

て
い
る
の
で
す
。 

Ｑ
さ
ん
「
そ
っ
と
し
て
お
い
た
ら
、
そ
の
う
ち
に
差
別
は
な
く
な
る
の
で
は
‥
‥
」

Ａ
さ
ん
「
う
そ
や
、
差
別
は
な
く
な
ら
へ
ん
」 

Ｑ
さ
ん
「
な
ぜ
な
く
な
ら
な
い
の
？
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

Ａ
さ
ん
「
差
別
を
す
る
土
壌
が
あ
る
か
ら
で
す
。
行
動
す
る
の
は
今
、
学
ぶ
の
は
今

な
ん
で
す
。」 

　
市
で
は
、
年
間
を
通
し
て
学
習
機
会
の
提
供
や
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
の

で
、
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
人
権
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。 

問い合わせ　人権教育課 

1 86－8024  FAX 86－8380

　第1回目は 
　　「滋賀県の図書館事情」です。 
　市内には５つの図書館があり身近なものと感じていただい

ているのではないでしょうか。 

　現在では読書環境が整備されている滋賀県ですが、昭和

50年当時、県内の公共図書館は県立図書館のほかに水口町

立（明治42年創立）と彦根市立（大正5年創立）の２館がある

のみでした。 

　図書館の設置率が飛躍的に増加した背景には県（武村正

義知事）が昭和56年度から実施した「図書館振興策」があり

ます。 

　この振興策では「図書館建設のための施設整備補助」「移

動図書館車の購入補助」「図書購入補助」が行われました。

その結果、滋賀県の市町村における図書館の設置率は87.8

％（平成17年4月現在）となり、これを全国の62.8％（同）と

比較すると非常に高いものとなっています。 

　また滋賀県の市町村立図書館の活動において県立図書

館からの協力と支援は大きな支えとなっています。 

　県立図書館は昭和56年度には資料を搬送する「協力車」

の運行を開始、昭和60年度にはオンラインによる書誌情報

の提供・予約受付を開始しました。これにより市町村立図書

館が自館で対応できない資料についても迅速に提供するこ

とが可能となりました。 

　このように滋賀県では県立図書館と市町村立図書館が協

力し、利用者の皆さんにより良いサービスが提供できるよう

努めています。 

こ
ん
に
ち
は
！
　
人
権
教
育
課
で
す
。

こ
ん
に
ち
は
！
　
人
権
教
育
課
で
す
。

ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
な
じ   

　
　    

ひ
か 

陽
の
ひ
か
り
　
み
ん
な
平
等
に
　
輝
っ
て
る 

★今月から「みんなの窓」に市民の皆さんから 
　寄せられた人権標語と絵画を連載します。 

甲南高等学校　浦谷麻希 さん 

甲
賀
町
毛
枚
　
辻
　
實
千
代
さ
ん 
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子育てを 子育てを 子育てを 

一時保育を
 

ご利用くださ
い 

保護者の方の仕事や病気などにより継続的または緊急･一時的に保育を必要とする

場合や育児負担の軽減のために保育を必要とする場合にお子さんをお預かりします 

◎対象児童  
保育園に通っていない生後６か月～小学校入学
前の子ども 

◎利用手続き 
　事前登録が必要です。 
　各施設にお問い合わせください。 

◎登録に必要なもの　　印鑑 
 
◎利用料 

◎実施施設  
　お知らせ　雲井保育園で実施していた一時保育が平成18年４月１日から信楽保育園に変わりました。 

応援します 応援します 

◎利用できる理由と利用期間 

水口子育て支援センター 
（旧甲賀市児童福祉センター） 

 ●住　　所　水口町八坂4番10号 
　　　　　　　1 Fax 65－5511 
●利用時間　月～金曜日　9:00～17:00 
　　　　　　　　土曜日　9:00～12:00 
●給食の有無　無し 

甲南東保育園 
●住　　所　甲南町寺庄718番地1 
　　　　　　　1 Fax 86－2420 
●利用時間　月～金曜日　9:00～17:00 
　　　　　　　　土曜日　9:00～12:00 
●給食の有無　有り 

甲南のぞみ保育園 
●住　　所　甲南町稗谷2838番地 
　　　　　　　1 86－0878 
　　　　　　　Fax 86－0740 
●利用時間　月～金曜日　8:30～16:30 
　　　　　　　　土曜日　要相談　　 
●給食の有無　有り 

信楽保育園 
●住　　所　信楽町江田969番地 
　　　　　　　1 Fax 82－0427 
●利用時間　月～金曜日　9:00～17:00　 
　　　　　　　　土曜日　9:00～12:00　　 
●給食の有無　有り 

水口北保育園 
●住　　所　水口町松尾1202番地2 
　　　　　　　1 62－1085 
　　　　　　　Fax 63－8617 
●利用時間　月～金曜日　9:00～17:00 
　　　　　　　土曜日 要相談　　 
●給食の有無　無し 

甲賀西保育園 
●住　　所　甲賀町滝838番地 
　　　　　　　1 88－2242 
　　　　　　　Fax 88－2248 
●利用時間　月～金曜日　9:00～17:00 
　　　　　　　　土曜日　9:00～12:00 
●給食の有無　有り 

土山保育園 
●住　　所　土山町南土山甲417番地 
　　　　　　　1 Fax 66－0165 
●利用時間　月～金曜日　9:00～17:00 
　　　　　　　　土曜日　9:00～12:00 
●給食の有無　有り 

あなたの あなたの 

理　由 利用期間 

仕事の場合など 1週間に3日が限度 

緊急の場合  
通院･出産･介護  
引越しなど 

育児疲れ解消のための
リフレッシュ 

14日以内 

1週間に1日が限度 

年齢（４月１日現在） 一日(4時間以上 8時間以内)
半日 

（4時間以内） 

市
　
内 

市
　
外 

0･1･2歳児 2,800円 1,400円 

3歳児 1,400円 700円 

4･5歳児 1,200円 600円 

0･1･2歳児 4,000円 2,000円 

3歳児 2,600円 1,300円 

4･5歳児 2,000円 1,000円 
※お子様と保護者の両方が甲賀市内に住所がある場合に市内料金となり、それ
以外は市外料金となります。 
※給食サービスを利用された場合は、別途実費徴収させていただきます。 

※定員等の関係でお受けできない場合があります。 

水口図書館　　　1 63-7400  FAX 63-4737 
土山図書館　　　1 66-1056  FAX 66-1067 
甲賀図書情報館　1 88-7246  FAX 88-7005 
甲南図書交流館　1 86-1504  FAX 86-1505 
信楽図書館　　　1 82-0320  FAX 82-3921

問い合わせ 

水口図書館創立当時の 
閲覧室（旧水口図書館） 

らいぶらりん
その1 このコーナーでは 

図書館と本について 
紹介していきます。 

　
皆
さ
ん
、
一
緒
に
人
権
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。 

　
お
か
し
い
な
と
思
う
け
れ
ど
「
昔
か
ら
そ
う
し
て
い
る
か
ら
」
「
み
ん
な
が
そ
う

す
る
か
ら
」
と
行
動
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

　「
わ
た
し
ひ
と
り
が
声
を
上
げ
て
も
何
も
か
わ
ら
な
い
」
と
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

　
部
落
差
別
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
差
別
は
、
人
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で

す
。
そ
れ
な
ら
、
人
に
よ
っ
て
な
く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。 

　「
わ
た
し
は
、
部
落
差
別
を
し
て
い
な
い
か
ら
、
わ
た
し
に
は
関
係
な
い
」
と
い

う
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
差
別
落
書
き
や
差
別
発
言
が
今
、
起
き

て
い
る
の
で
す
。 

Ｑ
さ
ん
「
そ
っ
と
し
て
お
い
た
ら
、
そ
の
う
ち
に
差
別
は
な
く
な
る
の
で
は
‥
‥
」

Ａ
さ
ん
「
う
そ
や
、
差
別
は
な
く
な
ら
へ
ん
」 

Ｑ
さ
ん
「
な
ぜ
な
く
な
ら
な
い
の
？
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

Ａ
さ
ん
「
差
別
を
す
る
土
壌
が
あ
る
か
ら
で
す
。
行
動
す
る
の
は
今
、
学
ぶ
の
は
今

な
ん
で
す
。」 

　
市
で
は
、
年
間
を
通
し
て
学
習
機
会
の
提
供
や
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
の

で
、
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
人
権
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。 

問い合わせ　人権教育課 

1 86－8024  FAX 86－8380

　第1回目は 
　　「滋賀県の図書館事情」です。 
　市内には５つの図書館があり身近なものと感じていただい

ているのではないでしょうか。 

　現在では読書環境が整備されている滋賀県ですが、昭和

50年当時、県内の公共図書館は県立図書館のほかに水口町

立（明治42年創立）と彦根市立（大正5年創立）の２館がある

のみでした。 

　図書館の設置率が飛躍的に増加した背景には県（武村正

義知事）が昭和56年度から実施した「図書館振興策」があり

ます。 

　この振興策では「図書館建設のための施設整備補助」「移

動図書館車の購入補助」「図書購入補助」が行われました。

その結果、滋賀県の市町村における図書館の設置率は87.8

％（平成17年4月現在）となり、これを全国の62.8％（同）と

比較すると非常に高いものとなっています。 

　また滋賀県の市町村立図書館の活動において県立図書

館からの協力と支援は大きな支えとなっています。 

　県立図書館は昭和56年度には資料を搬送する「協力車」

の運行を開始、昭和60年度にはオンラインによる書誌情報

の提供・予約受付を開始しました。これにより市町村立図書

館が自館で対応できない資料についても迅速に提供するこ

とが可能となりました。 

　このように滋賀県では県立図書館と市町村立図書館が協

力し、利用者の皆さんにより良いサービスが提供できるよう

努めています。 

こ
ん
に
ち
は
！
　
人
権
教
育
課
で
す
。

こ
ん
に
ち
は
！
　
人
権
教
育
課
で
す
。

ひ
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な
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ひ
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陽
の
ひ
か
り
　
み
ん
な
平
等
に
　
輝
っ
て
る 

★今月から「みんなの窓」に市民の皆さんから 
　寄せられた人権標語と絵画を連載します。 

甲南高等学校　浦谷麻希 さん 

甲
賀
町
毛
枚
　
辻
　
實
千
代
さ
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市
内
の
伝
統
野
菜
の
一
つ
に
土
山
町
の
「
鮎
河
菜
」

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ル
ー
ツ
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、

大
正
の
頃
に
配
置
売
薬
の
行
商
人
が
、
長
野
県
よ
り
種

を
持
ち
帰
り
、
栽
培
し
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。 

　
現
在
も
地
域
の
農
家
に
お
い
て
自
家
採
種
に
よ
る
栽

培
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

　
鮎
河
菜
は
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
作
物
で
、
冷
涼
な
栽
培
に

適
し
て
い
る
た
め
か
、
土
山
町
の
鮎
河
地
先
で
し
か
本

来
の
純
粋
な
菜
に
生
育
し
な
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。 

　
鮎
河
菜
は
、
伸
び
て
き
た
花
芽
を
手
で
折
っ
て
食
べ

る
野
菜
で
す
。
一
夜
漬
、
お
浸
し
、
油
炒
め
や
み
そ
汁

の
具
に
と
用
途
は
広
く
、
独
特
の
風
味
と
香
り
で
春
先

の
食
卓
に
欠
か
せ
な
い
野
菜
と
し
て
重
宝
さ
れ
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。 

　
昨
年
、
健
康
野
菜
と
し
て
テ
レ
ビ
放
映
も
さ
れ
、
一

躍
脚
光
を
浴
び
ま
し
た
。 

　
環
境
こ
だ
わ
り
農
産
物
に
認
証
さ
れ
た
鮎
河
菜
・
漬

け
物
が
、
３
月
中
頃
か
ら
、
土
山
町
の
道
の
駅
や
Ｊ
Ａ

の
花
野
果
市
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
 
農
業
振
興
課
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　私たち健康推進員は、一人でも多く地域の皆さんにヘルス
サポーターとして仲間入りをしていただくための活動として、
この事業の企画・運営をしています。 
　◎事業目的 
　　①日常の生活習慣を改める  
　　②病気へのリスクを減らす  
　　③健康で質の高い長寿社会への実現を目指す 
　深刻な社会問題となっているこの3つをあらゆる角度から
学習することにより、21世紀の課題を克服できるヘルスサ
ポーターの育成へと繋げる内容となっています。 
　平成17年度は、市全体で293名の方が新しいヘルスサポ
ーターとして受講されました。働き盛りの男性方の参加も多
数あり、充実した内容であったと感想の言葉をいただきました。 

　開講式　　ヘルスサポーターとは？ 

　健康日本21って何？ 

　実行しましょう　BMI・体脂肪チェック 

　肥満の原因が見つかったら、その対策を 

　食塩は意識して薄味に　　調理実習 

　昼食（実習で作った料理） 

　媒体部によるパネルシアター及び紙芝居 

　「楽しいわが家の食卓」 

　研修を終えて「自分の目標」 

　感想・意見交換・閉講式 

ある会場での一日の 
スケジュールを紹介します。 

 

受講者の感
想 

・1日1万
歩をめざす

 

・たばこを
やめる 

・お酒を３
合から１合

半にする 

・自家菜園
の野菜を有

効に使う 

・塩分を控
える 

体育指導委員のコーナー 

近畿体育指導委員 
　　研究協議会に参加 
 

問い合わせ 
　文化スポーツ振興課 186－8023 FAX86－8380 
 

2日目のなみはやドームの前で 
 

　平成17年度の近畿体育指導委員研究協議会が２月３、４日の両
日、大阪青少年会館、なみはやドームで開催されました。今回は
開催地が大阪ということで、｢笑いと健康｣というテーマで行われ
ました。 
　1日目は大阪青少年会館で来賓挨拶、功労者表彰が行われた
後「笑いと健康について｣という演題で大平哲也先生(前大阪府
立健康センター主幹兼医長)の講演があり、続いて夢路いとし・喜
味こいしの漫才ビデオを混じえた「喜味こいし・たまご｣親子によ
るほのぼのトークという研修が続きました。 
　2日目は朝からの積雪の中、ようやく開催時間までに到着し、
午前中は各府県からの事例発表、午後はウォーキング、スリーア
イズ、(大阪生まれのニュースポーツ)、アイススケートの実技研修
が行われました。市体育
指導委員は今後の地域で
の指導に生かそうと参加
者全員がデューク更家公
認講師による「ウォーキン
グ講座」に参加し、正しい
ウォーキングについて研
修をしました。 

畑一面に広がる鮎河菜 

地域医療 
だより 

郵送による健診 

を始めました 

　電話またはFAXで申し込みいただきますと、

採血セットを送りますので、受け取り時に配

達員にお支払いください。詳しいことは、各

支所・公民館にチラシを置いていますので、

それをご覧いただくか、水口市民病院までお

問い合わせください。 

申し込み・問い合わせ 
水口町貴生川293 
市立水口市民病院（医事係）まで　1 62-3346  FAX 63-1728

4,000円 検査料金 

 

　水口市民病院では、従
来の健康診断とは異なり、
ご自宅で受診者自身が採
取した検体（血液）を送付
していただく健診を始めま
した。平日は忙しく医療機

関へ行く機会のない方、定期的なデータ蓄積による
健康管理を希望される方におすすめします。なお、こ
の健診は医師の目は通りませんが、臨床検査技師が
責任を持って報告します。 

　水口ライ
オ

ンズクラブ
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」の一
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　私たち健康推進員は、一人でも多く地域の皆さんにヘルス
サポーターとして仲間入りをしていただくための活動として、
この事業の企画・運営をしています。 
　◎事業目的 
　　①日常の生活習慣を改める  
　　②病気へのリスクを減らす  
　　③健康で質の高い長寿社会への実現を目指す 
　深刻な社会問題となっているこの3つをあらゆる角度から
学習することにより、21世紀の課題を克服できるヘルスサ
ポーターの育成へと繋げる内容となっています。 
　平成17年度は、市全体で293名の方が新しいヘルスサポ
ーターとして受講されました。働き盛りの男性方の参加も多
数あり、充実した内容であったと感想の言葉をいただきました。 

　開講式　　ヘルスサポーターとは？ 

　健康日本21って何？ 

　実行しましょう　BMI・体脂肪チェック 

　肥満の原因が見つかったら、その対策を 

　食塩は意識して薄味に　　調理実習 

　昼食（実習で作った料理） 

　媒体部によるパネルシアター及び紙芝居 

　「楽しいわが家の食卓」 

　研修を終えて「自分の目標」 

　感想・意見交換・閉講式 

ある会場での一日の 
スケジュールを紹介します。 

 

受講者の感
想 

・1日1万
歩をめざす

 

・たばこを
やめる 

・お酒を３
合から１合

半にする 

・自家菜園
の野菜を有

効に使う 

・塩分を控
える 

体育指導委員のコーナー 

近畿体育指導委員 
　　研究協議会に参加 
 

問い合わせ 
　文化スポーツ振興課 186－8023 FAX86－8380 
 

2日目のなみはやドームの前で 
 

　平成17年度の近畿体育指導委員研究協議会が２月３、４日の両
日、大阪青少年会館、なみはやドームで開催されました。今回は
開催地が大阪ということで、｢笑いと健康｣というテーマで行われ
ました。 
　1日目は大阪青少年会館で来賓挨拶、功労者表彰が行われた
後「笑いと健康について｣という演題で大平哲也先生(前大阪府
立健康センター主幹兼医長)の講演があり、続いて夢路いとし・喜
味こいしの漫才ビデオを混じえた「喜味こいし・たまご｣親子によ
るほのぼのトークという研修が続きました。 
　2日目は朝からの積雪の中、ようやく開催時間までに到着し、
午前中は各府県からの事例発表、午後はウォーキング、スリーア
イズ、(大阪生まれのニュースポーツ)、アイススケートの実技研修
が行われました。市体育
指導委員は今後の地域で
の指導に生かそうと参加
者全員がデューク更家公
認講師による「ウォーキン
グ講座」に参加し、正しい
ウォーキングについて研
修をしました。 

畑一面に広がる鮎河菜 

地域医療 
だより 

郵送による健診 

を始めました 

　電話またはFAXで申し込みいただきますと、

採血セットを送りますので、受け取り時に配

達員にお支払いください。詳しいことは、各

支所・公民館にチラシを置いていますので、

それをご覧いただくか、水口市民病院までお

問い合わせください。 

申し込み・問い合わせ 
水口町貴生川293 
市立水口市民病院（医事係）まで　1 62-3346  FAX 63-1728

4,000円 検査料金 

 

　水口市民病院では、従
来の健康診断とは異なり、
ご自宅で受診者自身が採
取した検体（血液）を送付
していただく健診を始めま
した。平日は忙しく医療機

関へ行く機会のない方、定期的なデータ蓄積による
健康管理を希望される方におすすめします。なお、こ
の健診は医師の目は通りませんが、臨床検査技師が
責任を持って報告します。 

　水口ライ
オ

ンズクラブ
が「花と緑

のふるさと
づくり事業

」の一

環として、
また結成
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とで
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申込・問い合せ 
保健センター 検　診　名 申 込 期 間 

甲　　賀 

甲　　南 

信　　楽 

4月18日（火）～4月28日（金） 

受付中～4月21日（金） 

5月8日（月）～5月12日（金） 
子宮がん検診 

がんセット検診 

いきいきセット検診 

申込先 検　診　名 申 込 期 間 

受付中～11月17日（金） 

5月1日（月）～10月31日（火）  病院セット検診 

病院セット検診 

   紫 香 楽 病 院 ※１ 

受付中～4月22日（土）  乳がん検診 甲  南  病  院 

5月1日（月）～　  子宮がん検診 指定医療機関 

5月1日（月）～　  骨粗しょう症検診 指定医療機関 

水口市民病院 

がんセット検診 

いきいきセット検診 

がんセット検診 

実施日 会　場 200ml献血 
400ml献血 

4月27日（木） 土山開発センター × 

成分献血 問い合せ 
保健センター 

土　山 ○ 

※１　独立行政法人国立病院機構紫香楽病院  

※申し込みは土・日・祝日を除く、9～17時です。 

内臓肥満症候群（メタボリックシンドローム）について 
　内臓脂肪型肥満の人が、軽症でも「脂質異常」「高血圧」「高血
糖」といった状態を2つ以上持っていることを、内臓肥満症候群（メ
タボリックシンドローム）といいます。自覚症状はありませんが、動
脈硬化を急激に進行させ心筋梗塞や脳卒中をおこす危険性が高
いのです。 

あなたのお腹まわりは大丈夫？ 

腹囲（お腹まわりの大きさ）を測ってみましょう。  
　立った姿勢でおへその高さで測ります。  
　男性で85cm以上、女性で90cm以上ある方は内臓脂肪型肥満です。
　食事・運動を見直して肥満を予防・解消すれば、生活習慣病を防ぐ
だけでなく、はけなくなったズボンやスカートがはけるようになります！ 

保健センターでは健康相談を実施しています。お気軽にご相談ください。 

市民健康 カレンダー 

基本健診・がん検診 

献　血 

病院で実施する検診 

 4月15日～5月31日 

申込 

申込 

年間の健診（検診）日程の冊子 
「健診（検診）カレンダー」をみながら、 
1年間の検診計画をたてましょう。 

＊検診実施日・時間および会場については、 

　「健診（検診）カレンダー」をご覧ください。 

教室名 対　象　者 実施日 実施保健センター 

産後教室 
H18.2月生 

H18.3月生 

H18.1～2月生 4月19日（水） 信　楽 

土　山 4月20日（木） 

水　口 5月10日（水） 

離乳食教室 

生後４～６か月のお子さん 
をもつ保護者  

＊4か月児健診時または 
保健センターへ 
申し込みください。  

5月16日（火） 

4月26日（水） 

5月25日（木） 

甲　南 

甲　南 

水　口 

事　業　名 対　象　者 実施日 実施保健センター 事業名 対　象　者 実施日 実施保健センター 

10か月児 
健診 

4か月児 
健診 

Ｈ17．11～12月生 4月21日（金） 土　　山 

Ｈ17．12月生 
4月26日（水） 信　　楽 

1歳8か月児 
健診 

4月27日（木） 水　　口 

H18.1月生 5月18日（木） 水　　口 

Ｈ17．12～H18.1月生 
5月19日（金） 甲　　賀 

2歳6か月児 
相談 

H18.1月生 5月31日（水） 信　　楽 

5月30日（火） 甲　　南 

Ｈ17．6月生 
4月18日（火） 水　　口 

4月19日（水） 信　　楽 

3歳6か月児 
健診 

4月21日（金） 土　　山 Ｈ17．5～6月生 
4月28日（金） 甲　　南 

5月19日（金） 甲　　賀 Ｈ17．5～7月生 

5月24日（水） 水　　口 

Ｈ16．8．17～8．31生 

4月25日（火） 甲　　南 Ｈ16．8～9月生 

5月  9日（火） 水　　口 Ｈ16．9.1～9.15生 

5月16日（火） 水　　口 Ｈ16．9.16～9.30生 

Ｈ16．8～9月生 

H15.9～10月生  

H15.9月生  

H15.10月生 

Ｈ14．9．15～9．30生 

Ｈ14．9～10月生 

Ｈ14．10．１～10．15生 

Ｈ14．9～10月生 

H15.9～11月生  

5月17日（水） 

5月23日（火） 

4月19日（水） 

4月26日（水） 

5月  8日（月） 

5月17日（水） 

5月17日（水） 

4月17日（月） 

5月12日（金） 

5月15日（月） 

5月23日（火） 

信　　楽 

甲　　賀 

土　　山 

甲　　南 

水　　口 

水　　口 

信　　楽 

水　　口 

甲　　南 

水　　口 

土　　山 

Ｈ14．10.16～10.31生5月29日（月） 水　　口 

H17.10.26～H18.1.25生 4月24日（月） 水　　口 

H17．11.12～H18．2.11生 5月10日（水） 甲　　南 

H17．11.14～H18．2.13生 5月12日（金） 土　　山 

H17．11.24～H18．2.23生 5月22日（月） 水　　口 

B  C  G

ポ  リ  オ 

H10．10.19～H18．1.18生 4月17日（月） 土　　山 

H10．11.14～H18．2.13生 

5月15日（月） 甲　　南 

H10．10.22～H18．1.21生 4月20日（木） 甲　　南 

H10．10.23～H18．1.22生 4月21日（金） 甲　　賀 

H10．10.27～H18．1.26生 4月25日（火） サントピア水口 

5月11日（木） サントピア水口 H10．11.13～H18．2.12生 

5月12日（金） 信　　楽 

H10．11.17～H18．2.16生 

5月17日（水） サントピア水口 H10．11.19～H18．2.18生 

5月26日（金） 甲　　南 H10．11.28～H18．2.27生 

乳幼児健診 予防接種 

乳幼児の教室 

＊ 時間・内容・持ち物などについては、「健診・予防接種 
　カレンダー」でご確認ください。 

※信楽のBCGについては4か月児健診と同日実施 

年間の乳幼児健診・予防接種の日程は、「健診・予防接種カレンダー」をご覧ください。  
お子さんが対象となる健診や予防接種をご確認して、1年間の計画を立ててみましょう。 
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つくしんぼひろば 
　日時＞4/１９・5/１０、２４（水） 
　　　　10：00～11：30 
　対象＞0・1歳児の未就園児とその保護者 
　場所＞水口子育て支援センター 

つくしんぼひろば 
　日時＞4/２６・5/１７、３１（水） 
　　　　10：00～11：30 
　対象＞2歳児以上の未就園児とその保護者 
　場所＞水口子育て支援センター 

わくわくタイム「お父さんと遊ぼう」 
　日時＞4/２２（土）　10：30～11：30 
　対象＞2歳以上の未就園児とその保護者 
　場所＞岩上体育館 
　定員＞30組　要申込 
　持ち物＞運動のできる服装・上靴・お茶 

出前広場 
つくしんぼひろばがやってきた 
　日時＞4/２１（金）　10：00～11：30 
　対象＞未就園児とその保護者 
　場所＞伴谷公民館 

出前広場 
つくしんぼひろばがやってきた 
　日時＞4/２８（金）　10：00～11：30 
　対象＞未就園児とその保護者 
　場所＞柏木公民館 

わんぱくひろば（ボールで遊ぼう） 
　日時＞5/２２、２９（月）　10：30～11：30 
　対象＞3歳以上児の未就園児とその保護者 
　場所＞水口子育て支援センター 
　定員＞20組　要申込 
　持ち物＞運動のできる服装・帽子・お茶 

出前広場 
つくしんぼひろばがやってきた 
　日時＞5/２６（金）　10：00～11：30 
　対象＞未就園児とその保護者 
　場所＞岩上公民館 

歌ってハッピー…リフレッシュタイム 
　日時＞5/8（月）　10：30～11：30 
　対象＞未就園児とその保護者 
　場所＞水口子育て支援センター 
　その他＞保護者向けの歌の広場です。 
　　　　　歌ってストレス解消しましょう。 

水口子育て支援センター 
（旧甲賀市児童福祉センター） 

☎/  65－5511

土山子育て支援センター 
☎/  66－0375

チャチャっ子広場 
　日時＞4/２５・5/２３（火） 
　　　　10：00～11：30 
　対象＞１歳半からの未就園児とその保護者 
　場所＞土山子育て支援センター（大集会室） 
　持ち物＞上靴・タオル・水筒 

こっこ広場（赤ちゃん広場） 
　日時＞4/１９・5/１７（水） 
　　　　10：30～11：30 
　対象＞0・1歳の未就園児とその保護者 
　場所＞土山子育て支援センター 

おひさまポケット 
　日時＞5/9（火）　10：30～11：00 
　対象＞未就園児とその保護者 
　場所＞土山子育て支援センター 

春のミニバス遠足 
　日時＞5/１１（木）　10：00～14：00 
　対象＞１歳半からの未就園児とその保護者 
　場所＞じゅらくの里（湖南市石部） 
　持ち物＞弁当・水筒・ビニールシート・ 
　　　　　帽子・タオル・着がえ 
　その他＞事前申し込み必要 

甲賀子育て支援センター 
☎88－8115 88－8145

リトルひろば（春の遠足） 
　日時＞4/２５（火）　9：30～14：00 
　対象＞未就園児とその保護者 
　場所＞信楽町 
　持ち物＞弁当・水筒・ビニールシート・帽子 
　　　　　おしぼり・着替え・参加費 
　その他＞事前申し込み必要 

リトルひろば 
　日時＞5/2、9、１６、２３、３０（火） 
　　　　10：00～11：30 
　対象＞未就園児とその保護者 
　場所＞甲賀子育て支援センター 

ひよこサロン 
　日時＞4/２１、5/１２、１９、２６（金） 
　　　　10：00～11：30 
　対象＞0～1歳児とその保護者 
　場所＞甲賀創健館フィットネスルーム 

甲南子育て支援センター 
☎/  86－0949

　場所＞甲南子育て支援センター 
　その他＞担当：保健師・保育士他 

オープンハウス午前の部 
　日時＞4/２０・5/１８（木） 
　　　　10：00～12：00   
　対象＞2歳以上のお子さんとその保護者 
　場所＞甲南子育て支援センター 

オープンハウス午前の部 
　日時＞4/２７・5/１１、２５（木） 
　　　　10：00～12：00   
　対象＞0・1歳のお子さんとその保護者 
　場所＞甲南子育て支援センター 

オープンハウス午後の部 
　日時＞4/２０、２７・5/１１、１８、２５（木） 
　　　　13：00～15：00   
　対象＞未就園児とその保護者 
　場所＞甲南子育て支援センター 

子育て支援センターだより 子育て支援センターだより 
○各支援センター等で実施する事業は各支所エリアの方を対象に実施します。 
【変更】甲賀市児童福祉センターが甲賀市水口子育て支援センターに変更になりました。 

信楽子育て支援センター 
☎/  82－2799

あかちゃんひろば 
　日時＞4/２０、5/１８（木）10：30～12：00　 
　対象＞0～1歳のあかちゃんとその保護者 
　　　　妊娠中のお母さんとお父さん 
　場所＞信楽子育て支援センター 

新サークルのつどい 
　日時＞4/２６（水）  10：30～12：00   
　対象＞H17.2、3月生まれの未就園児 
　　　　とその保護者 
　場所＞信楽子育て支援センター 

げんきっこひろば（陶芸の森遠足） 
　日時＞5/３１（水）  10：00～13：30   
　対象＞H14.4.2～H15.4.1生まれの未 
　　　　就園児とその保護者 
　場所＞集合場所：陶芸の森駐車場 
　持ち物＞着替え、タオル、帽子、水筒 
　　　　　おにぎり程度の弁当 
　その他＞事前申し込み必要 

パパッとあつまれ 
（お父さんと子ども対象のあそびのひろば） 
　日時＞4/２２、5/２０（土）10：00～12：00   
　対象＞信楽在住の未就園児とお父さん 
　　　　（お母さんにも参加して頂けます） 
　場所＞信楽子育て支援センター 

地区巡回子育てひろば（牧・勅旨地区） 
　日時＞5/１１（木）　10：00～12：00　 
　対象＞牧・勅旨地区在住の未就園児と 
　　　　その保護者 
　場所＞雲井活性化センター 
　持ち物＞お茶、手ふきなど 
　その他＞事前申し込み必要 

地区巡回子育てひろば（多羅尾地区） 
　日時＞5/２６（金）　10：00～12：00　 
　対象＞多羅尾地区在住の未就園児と 
　　　　その保護者 
　場所＞多羅尾保育園 
　持ち物＞お茶、手ふきなど 
　その他＞事前申し込み必要 

ほっと子育て相談 
　日時＞4/１５・5/２０（土） 
　　　　9：30～11：30　 
　対象＞0歳～就学迄の乳幼児のお子さん 
　　　　と保護者 

●利用時間 
　水口・土山・甲賀・信楽…月曜日～土曜日 
　　　　　　　　　　　　9：00～17：00 
　甲南…月曜日～金曜日　9：00～17：00 
　　　　第3土曜日　 9：30～11：30（相談） 
●休  館  日 
　水口・土山・甲賀・信楽…日曜日、国民の祝日、 
　　　　　　　　　　　 12月29日～1月3日 
　甲南…第3以外の土曜日、日曜日、国民の祝日、 
　　　　12月29日～1月3日 

（ほんバス：移動図書館車） 

図書館だより 休館日 

閉館作業日 

水口図書館 
開館時間 
１０：００～１７：３０ 
貸出冊数 
本：１人１０冊１５日間 
電話番号  ６３－７４００ 
FAX番号  ６３－４７３７ 

日 月 火 水 木 金 土 

654321
7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土 

654321
7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土 

654321
7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土 

654321
7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土 

654321
7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

土山図書館 
開館時間 
１０：００～１8：00  
貸出冊数 
本：１人１０冊3週間 
電話番号  ６６－１０５６ 
FAX番号  ６６－１０６７ 

開館時間 
１０：００～１8：00  
貸出冊数 
本：１人１０冊3週間 
電話番号  ８８－７２４６ 
FAX番号  ８８－７００５ 

甲賀図書情報館 

甲南図書交流館 

開館時間 
１０：００～１8：0０ 
貸出冊数 
本：１人１０冊3週間 
電話番号  ８６－１５０４ 
FAX番号  ８６－１５０５ 

信楽図書館 

開館時間 
１０：００～１8：00  
貸出冊数 
本：１人20冊3週間  
電話番号  ８２－０３２０ 
FAX番号  ８２－３９２１ 
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おはなし会　　　　 １６:００～１６：３０ / 水 １０ 

おりがみ教室（子どもむけ） 
　　　　　　　　 １５:３０～１６：３０ 

/ 日 7 おりがみ教室（大人むけ） 
　　　　　　　　 １０:３０～１１：３０ 

/ 土 ２０ 

おはなし会　　　　 １６:００～１６：３０ / 水 ２４ 

おはなし会　　　　 １６:００～１６：３０ / 水 ３１ おはなし会　　　　 １６:００～１６：３０ / 水 １７ 

移動図書館 
　柏木・伴谷方面 ① 

/ 火 9

移動図書館 
　柏木・伴谷方面 ② 

/ 水 １０ 

移動図書館 
　貴生川方面 ③ 

/木 １１ 

おはなしどんどん　　１４:００～ / 土 ２０ 

ちびっこ読書クラブ   １４:００～１５：００ / 土 １３ 

「アートフラワー展」    ５/２８まで / 水 １０ 

日曜映画会 　　　　　１４:００～１５：３０　 

「ハッダーの世界」 

/ 日 ２８ 

ほんバス：油日学区 / 金 １２ 

紙ふうせんおはなし会 １１:００～１１：３０ / 土 ２７ 

ほんバス：大原小学校 / 水 ２４ 

ほんバス：大原学区 / 金 ２６ 

ほんバス：佐山小学校 / 木 １８ 

ほんバス：佐山学区 / 金 １９ 

おはなしタイム　　　１４:００ / 土 １３ 

夜間開館　　　　  ２１:００まで / 金 １２ 

●  「日本の風景・日本の冬景色・ 
　日本の祭り」写真展　　５/２７まで 
●  日曜映画会 　　　　　１４:００～　 

「ダーティーハリー１」 

/ 日 7
子ども映画会　　　１４:００～ 
「王さまでかけましょう、つりばしわたれ」 

/ 日 ２１ 

夜間開館　　　　  ２１:００まで / 金 ２６ 

おはなしたまてばこ 
おはなし会　　　　１４:００ 

/ 土 ２７ 

定例おはなし会　　 １６:００～１６：３０ / 土 6

定例おはなし会　　 １６:００～１６：３０ / 土 ２０ 

おひざでだっこ（乳幼児おはなし会） 
１１:００～１１：３０ 

/ 金 １２ 
おひざでだっこ（乳幼児おはなし会） 

１１:００～１１：３０ 
/ 金 ２６ 

ティータイムギターコンサート 
１５:００～１６：００ 

/ 日 ２８ 

中村学　切り絵展 
～人を囃し　町を囃す～ 

６/１８（水）　最終日１６：００まで 

/ 日 ２１ 

/ 日 １４ 映画会　１０:３０～１２：１５　１４：００～１５：４５ 
　　「拝啓  検察官閣下殿」 

●  夜間開館　　　  ２１:００まで 

/ 金 5 ●  音訳グループみみずく 
　対面朗読（事前予約要） １３:３０～１５:３０ 

●  夜間開館　　　  ２１:００まで 

/ 金 １９ ●  音訳グループみみずく 
　対面朗読（事前予約要） １３:３０～１５:３０ 

移動図書館 
　松尾・岩上方面 ④ 

/ 金 １２ 

うさぎのミミお話会　１４:００～ / 土 6

水口図書館　移動図書館巡回コース 
●柏木・伴谷方面①　　泉公民館10：00　柏木公民館10：40　桜ヶ丘14：30 
●伴谷方面②　　　　  広野台西区集会所10：00　広野台東区集会所10：40　八田公民館14：30 
●貴生川方面③　　　  貴生川公民館10：00　宇川会館10：40 
●松尾・岩上方面④　　松尾台10：00　松尾団地10：40　岩上公民館14：30
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広報 
この春にオープン（リニューアル）の施設紹介 

斎王群行見聞録 

地域を守る新たな力 

応援しますあなたの子育てを 

図書館だより 

甲賀の特産品 

◎マイタウントピックス 

◎情報のまど 
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15 人権・よろず相談 

甲南庁舎2階団体室 

甲賀支所2階研究室 

土山開発センター2階談話室 

水口社会福祉センター2階身障研修室 

信楽開発センター1階 

甲南庁舎2階団体室 

13：30～16：00 

13：30～16：00 

13：30～16：00 

13：30～16：00 

13：30～16：00 

13：30～16：00

会　　場 時　　間 曜日・期日 

火曜日（4/18） 

月曜日（5/1） 

月曜日（5/8） 

木曜日（5/11） 

金曜日（5/12） 

火曜日（5/16） 

教育相談 

泉教育集会所 14：00～17：00  

会　　場 時　　間 曜日・期日 

毎週水曜日（4/１９・２６・5/１０・１７・２４・３１） 

（4月15日～5月31日） 心配ごと相談 

水口社会福祉センター   

老人福祉センターフィランソ土山 

信楽開発センター   

かふか生涯学習館   

甲南庁舎2階団体室  

13：30～16：00 

13：30～16：00 

13：30～16：00 

13：30～16：00 

13：30～16：00

会　　場 時　　間 曜日・期日 

毎週月曜日（4/１７･２４･5/１･８･１５･２２･２９） 

毎週火曜日（4/１８･２５･5/２･９･１６･２３･３０） 

毎週水曜日（4/１９･２６･5/３･１０･１７･２４･３１） 

毎週木曜日（4/２０･２７･5/４･１１･１８･２５） 

毎週金曜日（4/２１･２８･5/５･１２･１９･２６） 

（4月15日～5月31日） 

結婚相談 

水口支所   

甲賀市森林文化ホール   

甲賀農村環境改善センター 

甲南農村環境改善センター 

信楽開発センター 

13：00～16：00 

13：00～16：00 

13：00～16：00 

13：00～16：00 

13：00～16：00

会　　場 時　　間 曜日・期日 

毎月第3土曜日（4/１５、5/２０） 

毎月第3土曜日（4/１５、5/２０） 

毎月第3土曜日（4/１５、5/２０） 

毎月第3土曜日（4/１５、5/２０） 

毎月第3土曜日（4/１５、5/２０） 

（4月15日～5月31日） 

行政相談 （4月15日～5月31日） 

水口社会福祉センター 

土山開発センター 

信楽開発センター 

かふか生涯学習舘 

甲南支庁2階団体室 

13：30～16：00 

13：30～16：00 

13：30～16：00 

13：30～16：00 

13：30～16：00

会　　場 時　　間 曜日・期日 

毎月第1、第3月曜日（4/１７・5/1・１５） 

毎月5日（5/8）土日祝日の場合は直後の平日 

4/１９・5/１8 

毎月第3木曜日（4/２０・5/１８） 

毎月第3金曜日（4/２１・5/１９） 

就労相談 （4月15日～5月31日） 
会　　場 時　　間 曜日・期日 

5/１０ 

毎月第2水曜日（5/１０） 

毎月第1・2・3・4金曜日（4/２１・２８） 
毎月第1・2・3・4金曜日（5/12・１９・２６） 

毎月第2火曜日（5/9） 

毎月第3火曜日（4/１８・5/１６） 

毎月第4火曜日（4/２５・5/２３） 

毎週火曜日（4/１８・２５） 
毎週火曜日（5/2・9・１６・２３・３０） 

毎月第1・3月曜日（4/１７） 
毎月第1・3月曜日（5/1・１５） 

毎月第1・3火曜日（4/１８） 
毎月第1・3火曜日（5/2・１６） 

水口中央公民館 

伴谷公民館 

泉教育集会所 

牛飼教育集会所 

新城教育集会所 

宇川会館 

甲南庁舎2階団体室 

甲賀地域総合センター 

大原中教育集会所 

大久保教育集会所 

上野教育集会所 

信楽西教育集会所 

梅田会館 

清和会館 

毎月第2・4月曜日（5/8・２２） 

毎月第2・4火曜日（5/9・２３） 

毎週木曜日（4/２０・２７） 
毎週木曜日（5/１１・１８・２５） 

隔週水曜日（4/１９） 
隔週水曜日（5/１０・２４） 

13：30～16：00

13：00～16：00

13：30～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

13：30～16：00

9：00～12：00

13：00～15：00

13：00～15：00

13：00～15：00

13：00～15：00

10：00～12：00

9：00～12：00

9：00～12：00
隔週木曜日（4/２７） 
隔週木曜日（5/１８） 

（4月15日～5月31日） 

※信楽開発センターの5月の相談日は5/18（木）です。 

　市では、市民の方に市の施策やまちの身近な出来事、行事など

お知らせする情報紙として、毎月２回広報紙を発行しています。 

　本年３月までは広報こうか（１日号）と広報おしらせこうか（１日

号・１５日号）として皆さんにお届けをしてきましたが、４月号から

広報こうかと広報おしらせこうかを統合、また名称も『広報　あい 

こうか』と一新し、より充実した内容で皆さんにお届けします。発

行日は１日と１５日でこれまでと同じです。 

　なお、各種検診日程や公民館事業などは『情報のまど』として１

日号・１５日号に掲載します。また１５日号にも市の施策やまちの身

近な出来事などを掲載、より親しまれる広報紙として発行します。 

　　　　　　　　　　　　誤　　　　　正 
税務課収納推進係　電話６５－０６８１　６５－０６８２ 
税務課滞納対策係　電話６５－０６８２　６５－０６８１ 
 

お詫びと訂正 

　広報あいこうか4月1日号で「機構改革に伴う電
話番号の新設・変更について」記事内で誤りがあり
ましたので、お詫びして訂正させていただきます。 

問い合わせ　秘書広報課 165-0675  FAX63-4619

　皆さんからのご意見をお待ちしております。 　皆さんからのご意見をお待ちしております。 


